
 
令和７年度 地域と学校の連携・協働「絆」体制構築事業 

【本事業における課題や目標、評価・分析】
 

小林市
 

【本年度重点的に取り組む課題】 

・学校と地域の課題 

・学校支援ボランティアの確保・育成

 
【課題の詳細】 

多様な活動を展開するにあたり、地域の方々の協力は必要不可欠であるが、高齢化や後継者不

足、ボランティアの固定化による地域人材の不足が課題となっている。

 
【課題解決のために本事業で取り組むこと】 

・市全体の統括的推進員を１名（年間約 1,800 時間）配置する。 

・広報誌発行などの広報活動・事業周知の徹底を図り、まちづくり協議会や自治会等との連携

を深め、ボランティアの確保に努める。

 
【本事業で達成する目標】 

多様な人材を確保することで、地域学校協働活動の内容が充実する。

 
【目標の達成度を測る指標】 

こばやしスクールサポートボランティアセンター登録者数 

 現状の数値（R6 末） 本年度（R7）の目標値 本年度の実績値（R7 末）

 
31 人 32 人 62 人

 
【目標に対する評価・分析】 

様々な集会の場で周知を行い、地元の高等学校等の関係機関にも直接アプローチしたことで、

大幅に登録者が増加し目標を大きく上回る結果となった。今後も教育現場のニーズに応じた人

材を確保していく。 



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立小林中学校、小林小学校、南小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

þ部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、朝の見守り活動、茶道クラブ、部活動支援、学習支援ボランティア(通年) 
・手話講座（６月）、兵児踊の指導（７月～９月）、南小まつり（９月）、シン・小林小まつり（１２月）

 【連携・協働している機関】 

読み聞かせサークル「たんぽぽ」、小林小校区まちづくり協議会、南小校区まちづくり協議会、 

南校区社会福祉協議会、キャリア教育支援センター、KSSVC 事務局　ほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　４人（副区長、主任児童委員ほか） 

○ボランティア登録者数　９３人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　シン・小林小まつり　」 

　○　活動内容 

　　・「自立」・「感謝」・「貢献」をテーマに、生活科・総合的な学習の時間で 

ミニたたみ等のものづくりや様々な体験活動及び防災教室を実施。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・防災教室に参加して、災害で避難したときに、自分にもできることが 

あることが分かりました。家族にも伝えていきたいです。（児童） 

②　「　南小まつり　」 

　○　活動内容 

　　・講師の先生を招いて、各学年に応じた体験活動を実施。 

　　　（昔の遊び、しおり作り、花束作り、竹細工等） 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・地域の方と交流しながら、専門的な知識や技能を学ぶ良い機会と 

なった。興味深く話を聞く児童の姿が見られた。（教職員） 

③　「　手話講座　」 

　○　活動内容 

　　・地域団体の協力により、中学校３年生を対象に手話講座を 

　　　実施。生徒同士で実践形式で学んだ。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・困っている人がいたら、授業の学びを生かし手話や 

　　　ジェスチャーを使って積極的に話しかけたいです。（生徒）

 
本
部
名

小林中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

地域の方々との交流を通した多様な体験活動！

【防災教室】

【花束作り体験】

【手話講座】



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立細野中学校、細野小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

þ部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】 

・読み聞かせ、登下校の見守り、朝のあいさつ運動、部活動支援（通年） 
・ほそのっこ防災フェスタ（６月）、史跡巡り（１０月）、根性行進（１２月）、もちつき（１２月）

 【連携・協働している機関】 

　細野まちづくり協議会、読み聞かせサークル「ママーズ」、北きりしま田舎物語推進協議会、 

　ＪＡみやざき こばやし地区本部 青年部、社会福祉協議会、小林市キャリア教育支援センターほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　２人（区長、学校運営協議会委員） 

○ボランティア登録者数　３３人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　根性行進　」 

　○　活動内容 

　　・学校の伝統行事として、長年継続されている活動。 

　　・清掃活動を行いながら校区内を歩き、景勝地や文化財に 

触れることで、地域の自然や歴史について理解を深める。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・きつかったけれど、友達と話しながら歩けて楽しい時間になった。 

地域がきれいになり、達成感を感じられてよかった。（生徒） 

　　・仲間と歩く中で、忍耐力や協調性を養い、友情を育む良い機会となっている。（教職員） 

 

②　「　防災フェスタ　」 

　○　活動内容 

　　・小学校、中学校、まちづくり協議会、消防などの 

関係機関で連携して活動を実施。 

　　・新聞紙スリッパ作り、非常食の試食、緊急車両見学など 

　　　発達段階に応じた体験活動を行った。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・参観日に実施していただいたので、子どもと一緒に学ぶことができた。活動する様子には子ど

もの新しい一面もあり、知る良い機会であった。（保護者） 

　　・協議を入念に重ねたことで、円滑に行事が行われ、楽しい中にも学びのある充実した時間とな

った（教職員）

 
本
部
名

細野中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

地域と一緒に学ぶ、共存した様々な活動！

【根性行進】

【体験活動の様子】



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立西小林中学校、西小林小学校、幸ヶ丘小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

☐部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、登下校安全指導、伝統芸能指導、子ども農園整備（通年） 
・総合フィールドワーク（７月）、高校生の授業支援（９月、１１月）、地域ぐるみ防災事業（１１月）

 【連携・協働している機関】 

　にっこばまちづくり協議会、読み聞かせグループ「ゆめいろ文庫」、小林市社会福祉協議会、 

　小林市災害ボランティアセンター、飯野高等学校、小林高等学校、小林秀峰高等学校、 

御池少年自然の家など

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　４人（区長、学校運営協議会委員、PTA 会長） 

○ボランティア登録者数　　３０人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　地域ぐるみ防災事業　」 

　○　活動内容 

　　・にっこばまちづくり協議会が中心となり、中学校区内３校合同で 

防災事業を実施した。水消火器、煙、車両見学、ロープワーク・ 

担架づくり・段ボールベッド作製、防災グッズ、心肺蘇生法 AED 

などの体験活動を行った。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・AED の使い方を学べた。防災の意識を高める上で大変有意義であった。（生徒） 

　　・このような活動を広げて、自主防災ができるようになってほしい。（災害ボランティア） 

　　・日曜参観だったこともあり、防災事業に参加できたので良かった。(保護者) 

 

②　「　高校生と交流事業　」 

　○　活動内容 

　　・飯野高校生活文化科の協力を得た家庭科授業を実施した。ミシンの 

使い方や作り方を高校生に教わりながら、「ナップザック」を制作。 

    ・秀峰高校農業科の生徒からは、鉢植えの方法を教わりながら、 

　　　「1 人 1 鉢運動」を実施した。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・優しく教えてもらい楽しかった。（児童） 

　　・地元の先輩方に教えてもらうことで、満足度が高く、主体的な学びにつながった。（教職員）

 
本
部
名

西小林中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

校区全体での防災活動、高校生の多彩な授業支援！

【煙体験】

【鉢植えの様子】



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立永久津中学校、永久津小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

☐部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、登下校の見守り（通年） 
・めしげ踊り指導（５月）、水源地見学（５月）、田植え（６月）、永久津ドンと祭り（11 月）

 【連携・協働している機関】 

ＪＡみやざき こばやし地区本部、永久津地域営農組合、永久津いきいき協議会、 

小林市役所上下水道局、小林市社会福祉協議会、めしげ踊り保存会など

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　１人（学校運営協議会委員） 

○ボランティア登録者数　　50 人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　水源地見学　」 

 

　○　活動内容 

　　・小林市役所上下水道局の協力を得て、水道の水源地となって

いる「妙見水源地」を見学。 

　　・浄水場の仕組みの説明を聞きながら学習を行った。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・普段飲んでいる水を知ることが出来て良かった。（児童） 

・地域の方々や関係機関の協力が貴重な学習支援となっており、感謝している。今後も継続でき

るとよい。（教職員） 

 

②　「　田植え　」 

 

　○　活動内容 

　　・地域住民や営農組合協力の下、中学校の全生徒と小学校５年

生で田植えを実施。 

　　・今回は、宮崎県出身のお笑い芸人３名も加わって一緒に活動

を行った。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・泥の感触が面白かった。農家の大変さを知ることができた。（生徒） 

　　・自然の中で農業の大切さや食のありがたさを実感する貴重な時間となった。（教職員）

【田植えの様子】

【見学の様子】

 
本
部
名

永久津中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

豊かな自然の中で育む地域学習！



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立東方中学校、東方小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

☐部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、登下校指導、東方輪太鼓踊り指導、花いっぱい運動、おじゃったもんせカフェ（通年） 
・陰陽石まつり（９月）、地域高齢者への年賀状（12 月）、給食感謝集会（12 月）

 【連携・協働している機関】 

　東方まちづくり協議会、小林市社会福祉協議会、東方輪太鼓踊り保存会、社会福祉法人連絡会、 

小林・高原・野尻漁業協同組合、宮崎県総合博物館、小林市社会教育課　ほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　３人（区長、学校運営協議会委員、民生委員） 

○ボランティア登録者数　　88 人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　陰陽石祭りでのソーラン節披露　」 

 

　○　活動内容 

　　・東方地区の陰陽石祭りに参加し、「ソーラン節」を披露 

　　・地域のまちづくり協議会等と連携し、祭りの参加者へ幅広

く活動を紹介。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・一生懸命練習したみんなの踊りを、たくさんの人に見 

てもらえて嬉しかった。（児童） 

　　・多くの協力を得て、児童が充実した体験を通じて、深い学びにつなげることができた。（教職員） 

 

②　「　復活　おじゃったもんせカフェ（地域交流カフェ）　」 

 

　○　活動内容 

　　・東方地区社会福祉協議会や民生委員協力の下、学校の空き

教室を利用して地域住民と教職員や生徒が気軽に交流で

きる場として運営。 

　　・参加者の要望で給食の試食会も実施。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・中学生だけではできないのでこの機会はありがたいです。（生徒） 

　　・地域の子どもたちとも交流ができるし、子どもの様子も見守ることができます。（地域住民）

 
本
部
名

東方中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

日常と非日常の双方で地域と交流！

【ソーラン節を披露】

【給食試食会】



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立三松中学校、三松小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

☐部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、登下校安全指導、図書室支援（通年） 
・岩戸神楽学習（６月）、裁縫授業（７月）、文化祭:岩戸神楽（９月）、地区防災訓練（11 月）など

 【連携・協働している機関】 

　KSSVC 事務局、北きりしま田舎物語推進協議会、岩戸神楽保存会、小林市社会福祉協議会、 

　小林市キャリア教育支援センター、小林市交通安全協会、小林市社会教育課、小林中央消防署ほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　３人（学校運営協議会委員、地域住民） 

○ボランティア登録者数　　41 人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　裁縫授業　」 

 

　○　活動内容 

　　・２名のボランティアに協力をいただき、家庭科で小学校５年生 

を対象に各学級５時間程度の授業を行った。 

　　・糸通し、玉結びや玉止め、基本の縫い方のサポートがあり、 

　　　充実した学びとなった。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・はじめは難しかったけど、やさしくていねいに教えてくださったので、上手になりました。 

　うれしかったです。（児童） 

 

②　「　岩戸神楽　」 

 

　○　活動内容 

・岩戸神楽保存会の協力で、中学校２年生を対象に神楽の授業を 

実施した。 

　　・「こすもす科」や長期休業中に練習を重ね、文化発表会の折に 

岩戸神社に伝わる神楽を舞い、地域の方々や保護者に披露。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・神楽を通して、日本人の優しく強い心と郷土愛を育んでほしい（神楽保存会代表）

 
本
部
名

三松中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

文化と技術の伝承を地域でサポート！

【裁縫授業の様子】

【発表会の様子】



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立須木中学校、須木小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

☐部活動支援　☐伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、交通立ち番指導（通年） 
・国スポ講話（6･７月）、土俵づくり(10 月)、米づくり体験への感謝を伝える会食会（11 月）など

 【連携・協働している機関】 

すきむらづくり協議会、社会福祉協議会須木支所、小林市国スポ障スポ推進室、すきむらんど ほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　２人（学校運営協議会委員、地域住民） 

○ボランティア登録者数　　55 人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　米づくり体験への感謝を伝える会食会　」 

 

　○　活動内容 

　　・米作り体験活動で収穫した「須木米」を小学校５～６年生 

　　　が家庭科の授業で調理し、提供する会食を実施。 

　　・協力いただいた「すきむらづくり協議会」の方々を招き、 

　　　会食を通して感謝を伝えた。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・米作りは大変だったけど、楽しかった。（児童） 

・子どもたちと一緒に活動することで元気をもらった。また会食の場でふれあうことができて、 

うれしく思っています。（すきむらづくり協議会員） 

 

②　「　国スポ・障スポに関する学習　」 

 

　○　活動内容 

　　・２０２７年に宮崎県で開催される国スポ・障スポで地域資源 

　　　が活用されることに合わせた学習を実施。 

　　・競技体験を行う、アイデアを劇やプレゼンで発表するなど、 

　　　地域を盛り上げるための方法を考えた。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・活動を通じて、計画性や自主性が向上し、協力することの重要性を学んだ。（生徒） 

　　・地域に貢献する子どもたちが育っていると感じた。（教職員）

【会食会】

【競技体験】

 
本
部
名

須木中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

地域資源を最大限に生かした体験型学習！



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立野尻中学校、野尻小学校、栗須小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

þ部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、学習支援、登下校安全指導、部活動指導、環境整備部美化活動（通年） 
・稲作活動（６月～11 月）、六月灯祭り（７月）、夏休み学習会（８月）

 【連携・協働している機関】 

　西諸広域行政事務組合消防本部、読み聞かせグループ「たんぽぽ」、東麓地区営農組合、 

　三ヶ野山地区営農組合、校区まちづくり協議会、JA みやざき こばやし地区本部　ほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　３人（学校運営協議会委員） 

○ボランティア登録者数　　82 人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　六月灯祭り　」 

　○　活動内容 

　　・東麓六月灯実行委員会の協力により、「六月灯」の歴史学習を実

施。また、全校児童が祭りで飾られる灯籠づくりを行った。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・地域の伝統的な祭りに理解を深める良い機会となっており、学

校も一体となって活動できている。（教職員） 

②　「　栗須っ子米　」 

　○　活動内容 

　　・学校田で、地域の様々な方に見守られながら田植えから収穫ま

で体験。地域の方と交流しながら、農業への理解を深めた。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・収かくしたお米で作った、栗須小学校 150 周年記念の紅白餅を

家族で食べて、とてもおいしかった。（児童） 

③　「　夏休み学習会　」 

　○　活動内容 

　　・地域の方に協力を得て、夏休みに学習会を実施。地域在住の方

に絵画と書道、同校卒業の高校生に 5 教科を指導してもらった。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・一人ではなかなか宿題が終わらないけど、教えてもらいながら

だったので、かなり進んだ。（生徒）

【田植え】

【学習会】

【六月灯の歴史学習】

 
本
部
名

野尻中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

様々な学びを地域から全面バックアップ！



ここがイチオシ（地域学校協働本部）　　　　　　【様式１】
 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立紙屋中学校、紙屋小学校

 

活動分野

þ学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

þ環境整備　　þ登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）　　þ学校行事支援 

☐部活動支援　þ伝統芸能　　☐その他（　　　）

 【主な取組】　　 

・読み聞かせ、登下校の見守り、あいさつ運動、文化伝承活動「城攻め踊り」、環境整備活動（通年） 
・田植え稲刈り学習支援（６月）、地域植栽活動（７月）、世代間交流「しめ縄作り」（12 月）など

 【連携・協働している機関】 

　今別府いきいきサロン、読み聞かせグループ「たんぽぽ」、紙屋校区社会福祉協議会、 

紙屋一徳まちづくり協議会、小林市ＳＶＣセンター、JA みやざき こばやし地区本部　ほか

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　２人（学校運営協議会委員、地域住民） 

○ボランティア登録者数　　40 人

  

２　特色ある取組の紹介
 ①　「　七夕飾りづくり　」 

 

　○　活動内容 

　　・今別府いきいきサロンの方々の協力を得て、七夕の飾りづくり

を実施。 

　　・事前に見事な飾りを作成していただき、１～２年生が笹の葉に

飾り付けを行い、参観日に保護者と見る機会を設けた。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・子どもたちのために作った飾りを見て、喜んでくれてうれしい。（生徒） 

　　・地域の方の協力により、様々な体験が出来るので大変ありがたい。（教職員） 

 

②　「　防災フェスタ　」 

 

　○　活動内容 

　　・小林市ＳＶＣセンターより講師を招き、全学年を対象とした 

防災学習を実施。 

　　・スライドや動画を使った講話の後、避難所で使用する段ボール

ベッドや簡易トイレ等の設営体験を行った。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・自分の身を自分で守ることの大切さを学んだ。体験を今後に活かしたい。（生徒） 

　　・市内の豊富なサポート機関に活用し、生徒自身の成長につなげる活動ができた。（教職員）

【七夕飾りづくり】

【段ボールベッド設営】

 
本
部
名

紙屋中学校区地域学校協働本部
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

地域人財を活用した豊富な教育活動！



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）　　【様式２】

 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立永久津小学校 主な活動場所 永久津小学校　多目的室

 
開設時間 

年開設日数

毎週火曜・木曜・金曜 
放課後～午後 6 時 
年間約 95 日

対象学年 
平均参加人数

1 年生～6 年生 
約 32 人

 【主な取組】　　 

・宿題時間の設定（通年）　・校庭での遊び（通年） 

・花壇に野菜植付、収穫（通年）　・クリスマス会（12 月）

 【連携・協働している機関】 

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　1 人　　　 

○協働活動リーダー　　0 人　　○協働活動サポーター　15 人　○学習支援員　0 人

 ２　特色ある取組の紹介

 ①　「　楽しい子ども教室　」 

 

 

　○　活動内容 

　　（平日の活動） 

　　・スタッフと児童は、入室時に挨拶し、所定の場所に 

荷物を下ろす。 

　　・持ち物を整理整頓する。 

　　・入室～１５時３０分までは宿題に取り組む。 

（高学年は授業中なので、なるべく静かな環境作りに努める。） 

　　・好天の日は、１５時３０分～１７時まで、 

冬場は１６時３０分頃まで運動場で遊ぶ。 

　　 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・宿題をして帰ってくるので、負担が少なくなって 

助かっています。（保護者） 

　　・地域に住んでいる子どもと接する良い機会に 

なっています。（スタッフ） 

　　・部活の前に宿題を終わらせた上に友達と遊べるので 

嬉しい。（児童）

 
放
課
後

永久津放課後子ども教室
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

・花壇に野菜の種子を蒔き、草取りなどの作業を行い、子供と楽しく収穫

【クリスマス作品】

【トランプで遊ぶ】



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）　　【様式２】

 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立栗須小学校 主な活動場所 野尻町いきいきコミュニティセンター

 
開設時間 

年開設日数

毎週火曜・木曜 
午後 2 時～午後 6 時 

年間約 80 日

対象学年 
平均参加人数

1 年生～6 年生 
約 28 人

 【主な取組】　　 

・宿題、屋外（サッカー、バドミントン、なわとび）屋内（折り紙、オセロ、トランプ、読書） 

・芋植つけ（5 月）、七夕（7 月）、火災避難訓練・芋収穫（10 月）、クリスマス会（12 月）、 

めのもちづくり（1 月）など

 【連携・協働している機関】 

　栗須小放課後児童クラブ、野尻原環境保全会、三ヶ野山営農組合など

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　１人　　　 

○協働活動リーダー　　０人　　○協働活動サポーター　14 人　○学習支援員　０人

 ２　特色ある取組の紹介

 ①　「　地域との世代間交流の中で農業を体験　」 

 

　○　活動内容 

　　・地域の営農組合協力の下、芋の植つけと 

収穫作業を実施。 

　　・収穫した芋は、児童がそれぞれ持ち帰ったり、 

教室で調理。 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・大きな芋が出てきてビックリした。大変だけどちゃんと芋ができていると嬉しい。（児童） 

　　・楽しそうに作業している姿を見ると元気がもらえます。（営農組合 参加者） 

 

②　「　体験活動をとおして文化を学ぶ　」 

 

　○　活動内容 

　　・七夕飾りづくり、クリスマス会 

　　・めのもち作り、鏡開き 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・イベントがたくさんあって、楽しい。（児童） 

　　・家では中々できない行事が体験できる良い機会となっています。地域独自のアレンジも知

ることが出来ます。（保護者）

 
放
課
後

栗須っ子クラブ
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

季節に合わせた昔ながらの伝統行事、風習体験

【めのもち作り】

【芋植え・収穫体験】



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）　　【様式２】

 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立紙屋小学校 主な活動場所 紙屋地区公民館

 
開設時間 

年開設日数

毎週水曜・金曜 
午後２時～午後６時 
年間約７５日

対象学年 
平均参加人数

１年生から６年生 
約９人

 【主な取組】　　 

・宿題の見守り、室内遊び、校庭遊び、誕生会（通年） 

・クリスマス会（１２月）、正月遊び（１月）、お別れ会（３月）

 【連携・協働している機関】 

　紙屋放課後児童クラブ

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　１人 

○協働活動リーダー　　０人　　○協働活動サポーター　４人　○学習支援員　０人

 ２　特色ある取組の紹介

 ①　「　学年に関係なくみんなで楽しく　」 

 

　○　活動内容 

　　・家庭的な雰囲気の中、約束を守って楽しく過ごす 

　　・室内遊び～折り紙、トランプ、かるた、オセロ、あやとり他 

　　・バレーごっこ、ドッヂボール、バドミントン、縄跳び他 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・上級生が勉強や遊びを教えてくれて楽しい。（児童） 

　　・子どもが教室を楽しみにしている。宿題をちゃんとして 

くれるので助かっている。（保護者） 

　　・子ども間で仲裁するなど、問題解決力が培われている。（支援員） 

 

②　「　児童クラブの友達と校庭で思う存分遊べる　」 

 

　○　活動内容 

　　・サッカー、野球ごっこ、鬼ごっこ、大縄跳び、 

バレーボール、リレー、一輪車、虫捕り、草花摘みなど 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・学校でたくさんの友達と一緒に遊べて楽しい。（児童） 

　　・児童クラブと児童の状況について共有できて助かっている。（支援員） 

 
放
課
後

紙屋っ子クラブ
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

ともに過ごす中で尊敬や思いやりの心を育てる

【児童クラブの友達と遊ぶ】

【一緒にお絵かき】



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）　　【様式２】

 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立西小林小学校 主な活動場所 西小林小学校　地域開放教室

 
開設時間 

年開設日数

第1･第３水曜､偶数月第１土曜 
14 時～16 時頃 
年間約 27 日

対象学年 
平均参加人数

１年生から６年生 
約 20 人

 【主な取組】　　 

・宿題支援、多様な工作、屋内外の遊び（通年） 

・七夕飾りづくり（７月）、門松づくり（12 月）など

 【連携・協働している機関】 

　にっこばまちづくり協議会

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　１人 

○協働活動リーダー　　０人　　○協働活動サポーター　17 人　○学習支援員　０人

 ２　特色ある取組の紹介

 ①　「　様々な道具を使った工作　」 

 

　○　活動内容 

　　・木工作、紙工作、おはじき、ビー玉、 

　　・新聞ちぎり絵、折り紙、切り絵、編み物 

　　・針や糸を使った工作、季節の工作 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・色んなものが作れて楽しい。（児童） 

　　・子どもが作った物を家に持ち帰り、嬉しそうにしているので、教室での様子が想像できて

良い。（保護者） 

 

②　「　子どもたちの希望を取り入れた遊び　」 

 

　○　活動内容 

　　・ボードゲーム、トランプ、すごろく、 

　　　将棋、けん玉 

　　・凧作り、凧あげ、サッカー、野球 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・遊べる道具がたくさんある。やりたい遊びが 

できて嬉しい。（児童） 

　　・子どもが楽しそうに活動してくれるので、やりがいを感じます。（スタッフ）

 
放
課
後

にっこば茶飲ん場放課後子ども教室
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

様々なものづくりを通した豊かな体験活動！

【地域の人と一緒に工作】

【それぞれの遊び】



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）　　【様式２】

 

 

 

 １　活動の概要

 対象学校名 小林市立幸ヶ丘小学校 主な活動場所 幸ヶ丘小学校　生活科室

 開設時間 
年開設日数

毎週 3 回 午後３時～午後５時 
年間約 120 日

対象学年 
平均参加人数

１年生～６年生 
１２名

 【主な取組】　　 

・宿題の見守り、体育館や運動場にて軽スポーツ、トランプやかるた遊び（通年） 

・七夕作り（７月）、木工教室（８月）、ビンゴ大会

 【連携・協働している機関】 

　緑化推進機構、にっこばまちづくり協議会

 ○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）　１人　　　 

○協働活動リーダー　　０人　　○協働活動サポーター　7 人　○学習支援員　０人

 ２　特色ある取組の紹介

 ①　「　全児童参加で皆仲良し　」 

 

 

　○　活動内容 

　　・前半　宅習や宿題にまじめに取り組む。 

　　・後半　軽スポーツをしたり、トランプで遊ぶ。 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・みんなで遊べて楽しい。（児童） 

　　・地域の知ってる人が運営してるので、安心して任せられます。 

子どもたちが一緒に学び・遊べる良い時間になっています。（保護者） 

 

②　「　世代間交流　親子・孫　３世代が参加　」 

 

 

　○　活動内容 

　　・夏休み　木工教室 

　　・子ども食堂と茶飲ん場の合同開催、ビンゴ大会 

 

　○　事業を実施して（参加者の声等） 

　　・森林の大事さがよく分かった。（児童） 

　　・地域の人と交流する良い機会になっています。 

楽しそうに報告してくるので、私も楽しみにしています。（保護者） 

 
放
課
後

幸ヶ丘放課後子ども教室
連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２

学年の隔たりがなく、皆で仲良く遊んでいます

【教室で宿題】

【森林の話】

【子ども食堂と

同時開催】


